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平成１７年３月１７日

当 社 の 危 機 管 理 と当 社 の 危 機 管 理 と B C PB C P

三菱重工業株式会社
MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.

当　社　の　概　要当　社　の　概　要
◇従業員数：約◇従業員数：約3434千人千人

◇取扱製品：◇取扱製品：約約700700種類種類

◇１１の部門◇１１の部門((事業本部・事業本部・

　　 事業部事業部))で事業を展開で事業を展開

◇本社◇本社

◇支社・営業所：９◇支社・営業所：９

◇研究所：６◇研究所：６

◇事業所等：◇事業所等：1515
　　　　（ブルー及びグリーンの●印）（ブルー及びグリーンの●印）

（主な生産拠点を左記地図に記載（主な生産拠点を左記地図に記載））
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危機管理に対する取組み危機管理に対する取組み

ＨＨ1212年～年～

◇危機管理の取組み開始◇危機管理の取組み開始

　［当社における危機管理の定義・・・次の２点をカバー］　［当社における危機管理の定義・・・次の２点をカバー］

①定期的なリスクアセスメントの実施等を基本とする①定期的なリスクアセスメントの実施等を基本とする「リスクマネジメント」「リスクマネジメント」

②緊急時対応の②緊急時対応の「クライシスマネジメント」「クライシスマネジメント」

◇危機管理情報システムの導入◇危機管理情報システムの導入

　・社長と各拠点直結の報告及び指示ツールの確立　・社長と各拠点直結の報告及び指示ツールの確立

　　（危機管理情報のトップへの迅速な報告とトップからの迅速な指示の実現）（危機管理情報のトップへの迅速な報告とトップからの迅速な指示の実現）
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ＢＣＰという新しい考え方ＢＣＰという新しい考え方

（（出所：内閣府「民間と市場の力を活かした防災戦略の基本的提言）出所：内閣府「民間と市場の力を活かした防災戦略の基本的提言）

⇒どのように適応し、従来からの取組みにどう反映させて⇒どのように適応し、従来からの取組みにどう反映させて

いけばよいのか？いけばよいのか？

リスクマネジメントとＢＣＰ①リスクマネジメントとＢＣＰ①

◇リスクマネジメントと◇リスクマネジメントとBCPBCP（（リスクアセスメントリスクアセスメント とと BIA BIA ））

　　　　

　　　　いずれもリスクが発生した場合のいずれもリスクが発生した場合の““被害のミニマム化被害のミニマム化””とと

　　いう考え方は同じ。　　いう考え方は同じ。

　　従って、対象リスクとしては重複するものもある。　　従って、対象リスクとしては重複するものもある。

　　ところが　　ところが両者は視点が異なる。両者は視点が異なる。

　　両者の混同を防ぎ、頭の整理をすることからスタート！　　両者の混同を防ぎ、頭の整理をすることからスタート！
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リスクマネジメントとＢＣＰ②リスクマネジメントとＢＣＰ②

◇リスクマネジメント◇リスクマネジメント

　　　　リスク発生の頻度とその被害の大きさというリスク発生の頻度とその被害の大きさという確率論確率論から重点から重点

　　　　リスクを絞り込み、そのリスクを絞り込み、そのリスクを発生させない取組み・教育リスクを発生させない取組み・教育をを

　　講じることにより　　講じることにより““被害のミニマム化被害のミニマム化””を図る。を図る。

◇ＢＣＰ◇ＢＣＰ

　　リスクが発生した場合に　　リスクが発生した場合にコア事業復旧までの時間を短縮するコア事業復旧までの時間を短縮する

　　　　ことによりことにより ““被害のミニマム化被害のミニマム化”” （生産活動が行えないことに（生産活動が行えないことに

　　よる損害を防ぐ）を図る。　　よる損害を防ぐ）を図る。

　　　　時間軸という視点時間軸という視点で対策を講じることが重要なポイント！で対策を講じることが重要なポイント！

BCPBCPとリスクマネジメントとのリスクに対する視点の違いとリスクマネジメントとのリスクに対する視点の違い

（例：地震リスクに対する取り組み）（例：地震リスクに対する取り組み）

地震リスクに対する地震リスクに対する
取組み内容取組み内容

ＢＢ ＣＣ ＰＰ （（ ＢＢ ＩＩ ＡＡ ）） リスクマネジメントリスクマネジメント
（リスクアセスメント）（リスクアセスメント）

【事務所等の耐震【事務所等の耐震化工事】化工事】 従業員等の安全確保従業員等の安全確保

及び事業継続の基盤と及び事業継続の基盤と
なる事務所等の確保のなる事務所等の確保の
ために実施は不可欠ために実施は不可欠

事務所等自体の資産の事務所等自体の資産の
損害、更には事務所等損害、更には事務所等
の中にある資産の損壊の中にある資産の損壊
による被害を防ぐによる被害を防ぐ。。

【安否確認システム導入】【安否確認システム導入】 従業員及びその家族の従業員及びその家族の
安否確認が短時間に行安否確認が短時間に行
われることにより被災者われることにより被災者
から復旧要員要員へ。から復旧要員要員へ。

関連性なし関連性なし

【地震保険の付保】【地震保険の付保】 直接的には関連性なし直接的には関連性なし 直接的な被害を防止　す直接的な被害を防止　す
ることは不可能。ることは不可能。
保険という別形式に転嫁保険という別形式に転嫁
し、損害の低減を図る。し、損害の低減を図る。
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新たな視点によるリスクのスクリーニング新たな視点によるリスクのスクリーニング

◇再度◇再度BCPBCP（（BIABIA））という視点でスクリーニングという視点でスクリーニング

　（対象リスク）　（対象リスク）

　・リスクアセスメントで扱ってきたリスク　・リスクアセスメントで扱ってきたリスク

　・それ以外のリスク（再チェックで浮き彫りとなったもの）　・それ以外のリスク（再チェックで浮き彫りとなったもの）

◇当社にとってのリスクが◇当社にとってのリスクが改めて改めて洗い出される洗い出される

◇リスクの優先度・緊急度を整理し、対応策を実施◇リスクの優先度・緊急度を整理し、対応策を実施

検証結果と現在の取組み状況①検証結果と現在の取組み状況①

◇◇STEPSTEPⅠ（Ⅰ（最重要課題）（想定リスク＝最重要課題）（想定リスク＝大地震大地震））

　　　　・各拠点の耐震化工事・各拠点の耐震化工事

　　　　・安否確認システムの全社導入（被災者から復旧要員へ）・安否確認システムの全社導入（被災者から復旧要員へ）

　　　　・情報システムのバックアップ・情報システムのバックアップ

◇◇STEPSTEPⅡⅡ
　　　　・・備蓄品の拡充（食料品・水・簡易トイレ／帰宅困難者分含む）備蓄品の拡充（食料品・水・簡易トイレ／帰宅困難者分含む）

　　　　・非常用通信設備の拡充（衛星電話の全拠点完備・アマチュア無線）・非常用通信設備の拡充（衛星電話の全拠点完備・アマチュア無線）

　　　　・サプライヤーの確保（サプライヤーにも・サプライヤーの確保（サプライヤーにもBCPBCPをを要求していく方向）要求していく方向）

　　　　・・

　　　　・・

　　

阪神・淡路大震災での被災経験（神戸造船所）も踏まえ阪神・淡路大震災での被災経験（神戸造船所）も踏まえ、、
現在も対策内容について精査中。今後も引き続き検証を現在も対策内容について精査中。今後も引き続き検証を
継続し、継続し、時間軸の観点時間軸の観点で優先度を見極め、対策を実施　で優先度を見極め、対策を実施　
していく予定。していく予定。
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検証結果と現在の取組み状況②検証結果と現在の取組み状況②

◇◇STEPSTEPⅠ（Ⅰ（最重要課題）（想定リスク＝最重要課題）（想定リスク＝テロ行為テロ行為））

　　　　⇒当社では⇒当社では『『大地震大地震』』と同等レベルのリスクとの認識と同等レベルのリスクとの認識

で対策内容の優先度を時間軸の観点から検討し、で対策内容の優先度を時間軸の観点から検討し、

実施していく予定。実施していく予定。

［背景］［背景］

　　　　・昭和・昭和4949年の本社ビル爆破の経験年の本社ビル爆破の経験

　　　　　　　　（死者：（死者：88名、重軽傷者：約名、重軽傷者：約370370名）名）

　　　　・当社特有の事情（業態・取扱い製品）・当社特有の事情（業態・取扱い製品）

　　　　　　　　

防災管理及びセキュリティ管理防災管理及びセキュリティ管理

【従来から取組み】【従来から取組み】

（（実は従来からリスクマメジメントにもＢＣＰにも取組んでいる。）実は従来からリスクマメジメントにもＢＣＰにも取組んでいる。）

◇防災管理及びセキュリティ管理◇防災管理及びセキュリティ管理

当社特有の業態・取扱い製品の性質上当社特有の業態・取扱い製品の性質上、、 継続的且つ継続的且つ

　　効果的な対応策を　　効果的な対応策を各拠点毎各拠点毎に適宜講じてきている。に適宜講じてきている。

　　（例：防災体制の確立、備蓄品・防災備品完備／入退館・入退室管理等々）（例：防災体制の確立、備蓄品・防災備品完備／入退館・入退室管理等々）

◇◇H15H15年年44月新本社ビル建設（品川）月新本社ビル建設（品川）

　・最新の防災設備（制振装置等）　・最新の防災設備（制振装置等）

　・最新のセキュリティ設備（　・最新のセキュリティ設備（ICICカード、セキュリティゲート等）カード、セキュリティゲート等）

「従業員にとって安全で安心して働ける職場環境」の象徴「従業員にとって安全で安心して働ける職場環境」の象徴



7

危機管理の拡充・強化危機管理の拡充・強化

［危機管理］［危機管理］
①リスクマネジメント①リスクマネジメント
②クライシスマネジメント②クライシスマネジメント

［［各拠点各拠点での個別対応］での個別対応］

［危機管理］［危機管理］
①リスクマネジメント①リスクマネジメント
②クライシスマネジメント②クライシスマネジメント
③ＢＣＰ③ＢＣＰ

［［社全体社全体での対応］での対応］

ＢＣＰという視点が加わることで、危機管理はＢＣＰという視点が加わることで、危機管理は各拠点での個別各拠点での個別

対応に留まらず、社全体の対応対応に留まらず、社全体の対応((バックアップバックアップ))となるとなることによりことにより

更なる拡充・強化を図ることが可能となる。更なる拡充・強化を図ることが可能となる。

リスクマネジメント及びリスクマネジメント及びBCPBCP対策に係る提言対策に係る提言

◇◇決して０からのスタートではない。決して０からのスタートではない。

　　　　・ＢＣＰという新しい概念はこれまでのリスクマネジメントの取り組み・ＢＣＰという新しい概念はこれまでのリスクマネジメントの取り組み

を決して否定するものではない。を決して否定するものではない。リスクを捉える視点が変わるだけリスクを捉える視点が変わるだけ。。

　　　　・リスクとしては重複する面も多く、対策も結果的には終了している・リスクとしては重複する面も多く、対策も結果的には終了している

ものも多分にある。（ものも多分にある。（プラスプラスααの取り組みの取り組みとの意識が必要）との意識が必要）

◇リスクマネジメントと◇リスクマネジメントとBCPBCPの両立の両立
　　　　・企業にとっては・企業にとってはいずれも重要であり、欠かすことのできないいずれも重要であり、欠かすことのできない考え方。考え方。

　　　　・両立して取り組み、・両立して取り組み、企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たしていく。企業の社会的責任（ＣＳＲ）を果たしていく。

　　　　・結果として・結果として企業価値の向上企業価値の向上にも繋がることをトップが充分認識するにも繋がることをトップが充分認識する

ことで積極的且つ効果的な投資が行われ、対策も拡充されていく。ことで積極的且つ効果的な投資が行われ、対策も拡充されていく。
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三菱重工業株式会社
MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.

Thank you for your attention.
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弊社ＢＣＰ取り組みの現状
＝業務継続・企業評価ＷＧ＝

２００５．３．１７

（株）ワンビシアーカイブズ

2

　コンテンツ

　　弊社ワンビシアーカイブズの場合
Ⅰ．事業の特徴

Ⅱ．災害対応・事業継続方針

Ⅲ． ＢＣＰ検討の前提と対策骨子

おわりに

　　資　料　　
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3

弊社ワンビシアーカイブズの場合

１．昨年トップの明確な指示の下、全社レベルでＢＣＰ策定に
取組む。
　　・準備～ＰＪ設置(１人月／３ヶ月)、ＢＣＰ(案)策定(２．５人月／３ヶ月)
　　・ＰＪの実行メンバー体制 ：社員３名、ＯＢ２名／自主作成

　　・検討ステップ ：現場調査の上で評価／分析にあたり、当社のＢＣＰ

　　　戦略方針に沿って要件定義( ＢＩＡを簡略化 )。

２．取組みの背景と策定上の考慮点
　　・新経営体制での企業改革の一貫　 内部統制／コンプライアンス対策と併行

　　・現場を含む危機感　　東京直下型地震 ；東南海地震 ； テロ警戒レベル等

　　・先行的顧客からの要求レベル対応　　外資系 ・金融 ・公共機関等

　　・既存の規程、基準等の統合整備　　危機管理規程；災害時対応計画；ＤＲＰ等

　　・Ｐマーク及び環境ＩＳＯ改訂、ＩＳＭＳ認証取得ＰＪと連携・整合

スリム ： スピード ： ストラテジー　＆ スマイル

〔社員約500人；定常顧客約3,500社 〕

4

コア業務・主要サポート機能コア業務・主要サポート機能

社内システム社内システム

営業営業 施設設備施設設備広報広報

総務・人事総務・人事財務・経理財務・経理

〔主要サポート機能〕〔主要サポート機能〕

保管・集配／保管・集配／

未使用・検索未使用・検索
（スポットを含む）（スポットを含む）

ITITバックアップソリューションバックアップソリューション

保険サービス保険サービス

〔〔コア業務コア業務〕〕

〔クリティカル業務〕〔クリティカル業務〕
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Ⅰ．事業の特徴

１．顧客の重要な情報記録をお預かりしている。
　　☆保管情報(特にオリジナル・原本のみ)の重要情報を守る。
　　　※契約上、地震や戦争など免責条項はあるが善管注意義務上、また使命として

２．顧客の業務活動に直結するサービスを提供している。
　　☆バックオフィス業務や検索系ｐａｐｉｏｎなど機能停止は許されない。

３．基幹／社内系のバックアップデータをお預かりしている。
　　☆保管データを守る。顧客データセンターと同時被災を避ける。

　　☆被災顧客の緊急集配要請に最善を尽くして応える。

　　　※顧客との事前の対策手順の確定、及び地公体・警察の事前認可が必要

　　　★余震や二次災害を恐れて、非常時持ち出し文書等の緊急引取り要請もある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔 阪神･淡路大震災時の対応〕

災害時通行許可証

6

Ⅱ．災害対応・事業継続方針

１．災害予防 ： お預かりしている情報記録を安全に守る為に。
　　・センター立地　　　　 被災想定／歴史地震；活断層・液状化；強固な地盤、周辺環境、アクセス

　　・施設設備の耐災害・防火対策　　保管棟から電源・熱源設備等隔離、延焼ﾅｼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 設備冗長性・燃料補給ルート確保、井戸等

　　・要員／連絡体制　　センター運営に係わるＳＫ・ＴＲ・ＩＴ・設備・管理系要員等は近辺在住

　　・防災・防犯体制　　 自衛消防隊、訓練教育、警察・消防連携

２．拠点分散と緊急時対応 ： バックアップデータを守り復旧継続対応。
　　・東西センター体制　　金融、公共機関、外資系顧客など東西(二重)分散保管

　　・関東複数センター　　保管センター；ＳＳＣ　※関西の複数センター化(計画中)

　 【集配・輸送体制】　　定常・スポット集配 ； 緊急集配 ；災害時対応スタンバイ体制

　　・顧客側／都心(デポ)と各保管センター連携　デポ／センター間距離は約７０ｋｍ

３．ＢＣＰ策定による業務継続・復旧体制の見直し Ｐ　　　 ＤＣＡ

　ＪＱＡ認定、ＩＳＭＳ認定、ＥＱＥインターナショナル

被災現場で
の心得
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BCPBCP策定ステップ概要策定ステップ概要

Phase IPhase I
20042004．．66月～月～99月月

•• BCPBCP策定方針・戦略確策定方針・戦略確

定定

•• 現状調査現状調査

•• 要件定義要件定義

•• 基本計画策定、承認基本計画策定、承認

•• 実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設定実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設定

Phase IIPhase II
20042004．．99月～月～1212月月

•• 全社ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ編成全社ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ編成

•• BCPBCP体制整備体制整備

•• BCPBCPﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ

•• 緊急時業務実行手順緊急時業務実行手順
書書

Phase IIIPhase III
20052005．．11月～月～33月月

•• BCPBCPの検証・承認の検証・承認

•• BCPBCP導入、社内周知導入、社内周知

•• BCPBCPﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実施プﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実施プ
ランラン

•• BCPBCP管理体制整備管理体制整備

•• BCPBCP維持管理維持管理

●　策定ステップをPhaseⅠからPhaseⅢの３つのｽﾃｯﾌﾟに分けて実行

8

プロジェクト推進体制プロジェクト推進体制

BCPBCP策定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ責任者策定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ責任者

BCPBCP策定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ策定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ

●　プロジェクト（●　プロジェクト（Phase II&IIIPhase II&III））推進体制については、別途最適ﾒﾝﾊﾞｰを選任して推進体制については、別途最適ﾒﾝﾊﾞｰを選任してBCPBCP策定ﾁｰﾑを再編策定ﾁｰﾑを再編

ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ--

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

サブﾘｰﾀﾞｰサブﾘｰﾀﾞｰ

BCPBCP委員会委員会
CEOCEO
COOCOO

CFOCFO
取締役・監査役取締役・監査役

経営企画室長経営企画室長
ISMSISMS認証取得認証取得
　　　　　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ　　　　　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ部長ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ部長

管理本部管理本部
経営本部経営本部

営業本部営業本部 保険本部保険本部
TOSSTOSS
ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ

運輸部運輸部
SSSS
ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ

本社ｸﾞﾙｰﾌﾟ本社ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｾﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟ

ＩＴＩＴ
技術本部技術本部

ITITｸﾞﾙｰﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ
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Ⅲ．ＢＣＰ検討の前提と対策骨子

関東ＴＯＳＳ(埼玉) 
　　　保管センター

　　　運輸ＴＲ部門

　　　ＳＳＣセンター

社員２００名超＋パート社員

関西ＴＯＳＳ

　

本社･管理部門等(東京) 

　　　　　　　　

　　　社員２００名超

支店･デポ等

１．機能分布(社員配置) ２．顧客との対応

　・関東・中部・関西地区に集中

　・バックアップ関連顧客は関東地区、

　　特に、東京都心部に集中。

☆ＲＴＯ目標≦社会のＲＴＯ( ≒３日 )

☆顧客のＢＣＰ／ＤＲＰには個別対応

３． ＴＯＳＳ寄居の位置付け

　・自己完結型の重要防災拠点

　・広域災害時のコマンドセンター

　・弊社ビジネスの約 ６０％超

※大地震時も本社／東京ＴＯＳＳ と

　同時被災しない前提に立つ。

　
　

本
社
機
能
の
代
替

東京ＴＯＳＳ

　

10

調査事項調査事項 ((Phase I)Phase I)

• 部門・部署ごとに確認すべき事項
–– 主要業務、優先順位（緊急性）、主要業務、優先順位（緊急性）、RTORTO

–– 業務フロー業務フロー

–– 必須資源（必須資源（Critical Recovery/Continuity Resources)Critical Recovery/Continuity Resources)

–– 必須ｻﾎﾟｰﾄ機能必須ｻﾎﾟｰﾄ機能

–– 必須要員必須要員

–– 部門業務機能の脆弱性（部門業務機能の脆弱性（Weak PointWeak Point）、）、ﾘｽｸ評価ﾘｽｸ評価

–– 現行非常時対応計画・手順、体制、代替処理機能現行非常時対応計画・手順、体制、代替処理機能

–– 関連規定、運用指針、関連規定、運用指針、

–– 問題点、改善要求事項問題点、改善要求事項

–– その他その他

●　主要部門の責任者等にﾋｱﾘﾝｸﾞを通じて必要事項について確認、ﾘｽﾄ作成など●　主要部門の責任者等にﾋｱﾘﾝｸﾞを通じて必要事項について確認、ﾘｽﾄ作成など

を依頼するを依頼する
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WA BCP　基本計画書

Ⅰ．ＢＣＰ策定のゴールと主要目的

Ⅱ．ＢＣＰ策定基本方針

Ⅲ．主な前提条件（スコープ）

Ⅳ．ＢＣＰの概要

Ⅴ．今後の推進事項

資　料

資料№１：要件定義書

資料№２：ＢＣＰ策定に関する現状調査レポート

資料№３：ＢＣＰ策定・体制整備プログラム一覧

Ⅰ．ＢＣＰ策定のゴールと主要目的

Ⅱ．ＢＣＰ策定基本方針

Ⅲ．主な前提条件（スコープ）

Ⅳ．ＢＣＰの概要

Ⅴ．今後の推進事項

資　料

資料№１：要件定義書

資料№２：ＢＣＰ策定に関する現状調査レポート

資料№３：ＢＣＰ策定・体制整備プログラム一覧

12

緊急事態

被災想定ケース被災想定ケース

東京湾北部地震、ﾋﾞﾙ、ｲﾝﾌﾗ破壊東京湾北部地震、ﾋﾞﾙ、ｲﾝﾌﾗ破壊

早期復旧見込みなし早期復旧見込みなし
広域広域

本社本社

東京東京TOSSTOSSｾﾝﾀｰ・品川ｾﾝﾀｰ・品川
３３

単独単独//局地局地

単独単独//局地局地

単独単独//局地局地

単独単独//局地局地

災害災害

電力・通信ｲﾝﾌﾗ破壊、電力・通信ｲﾝﾌﾗ破壊、

早期復旧見込みなし早期復旧見込みなし

東京東京TOSSTOSSｾﾝﾀｰ・品川ｾﾝﾀｰ・品川
関東関東TOSSTOSSｾﾝﾀｰ・飯能ｾﾝﾀｰ・飯能
関西関西TOSSTOSSｾﾝﾀｰ・八日市ｾﾝﾀｰ・八日市

５５

本社ﾋﾞﾙ全面使用停止、本社ﾋﾞﾙ全面使用停止、

早期復旧見込みなし早期復旧見込みなし
本社本社４４

電力・通信ｲﾝﾌﾗ破壊、電力・通信ｲﾝﾌﾗ破壊、

早期復旧見込みなし早期復旧見込みなし
関東関東TOSSTOSSｾﾝﾀｰ・小川ｾﾝﾀｰ・小川２２

電力・通信ｲﾝﾌﾗ破壊、電力・通信ｲﾝﾌﾗ破壊、

早期復旧見込みなし早期復旧見込みなし
関東関東TOSSTOSSｾﾝﾀｰ・寄居ｾﾝﾀｰ・寄居１１

被被 災災 想想 定定事業所事業所ケースケース
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　■　■　緊急　緊急連絡・通報、被害情報確認・報告等の初期行動連絡・通報、被害情報確認・報告等の初期行動 （（６時間以内６時間以内））

　　■■　　ＢＣＰ体制切替判断、発動、宣言ＢＣＰ体制切替判断、発動、宣言 　　　　　　　　 （（９時間以内９時間以内））

　　■■　　被災時コントロール体制被災時コントロール体制移行移行、コマンドセンター設置、コマンドセンター設置（（1212時間以内時間以内））

　　■■　　バックアップシステム稼動バックアップシステム稼動 （（2424時間以内時間以内））

　　■■　　機能・業務別リカバリーチームによる復旧継続体制機能・業務別リカバリーチームによる復旧継続体制

　　■■　　トップダウンによる迅速・的確なリカバリー活動トップダウンによる迅速・的確なリカバリー活動

　　■■　　顧客対応優先・重視（的確な情報提供など）顧客対応優先・重視（的確な情報提供など）

　　■■　　被災情報一元管理（社外情報漏洩防止被災情報一元管理（社外情報漏洩防止））

ＢＣＰ対策骨子

緊急時緊急時

平常時平常時

　　■■　ＢＣＰ記載データアップデート　ＢＣＰ記載データアップデート（緊急連絡リスト、組織要員リストなど）（緊急連絡リスト、組織要員リストなど）

　　■■　ＢＣＰトレーニング、訓練　ＢＣＰトレーニング、訓練

　　■■　リカバリーリソース強化・改善・整備　リカバリーリソース強化・改善・整備

　　■■　ＢＣＰ委員会の適時開催　ＢＣＰ委員会の適時開催

クリティカル業務
のＲＴＯ≦２４ｈ！

14

緊急時緊急時
業務実行手順書業務実行手順書

本社管理機能本社管理機能
ﾘｶﾊﾞﾘｰﾁｰﾑﾘｶﾊﾞﾘｰﾁｰﾑ

ＷＡＷＡ
ＢＣＰＢＣＰ

WanbishiWanbishi ArchivesArchives
2005.3.12005.3.1

Version:1.01Version:1.01

B
usiness C

ontinuity  Plan

ＢＣＰフォルダーと業務実行手順書ＢＣＰフォルダーと業務実行手順書

Rule BookRule Book
Standard ProcedureStandard Procedure

Roles / ResponsibilitiesRoles / Responsibilities

Operational GuidelineOperational Guideline

Recovery TeamRecovery Team

Operational ProceduresOperational Procedures

緊急時業務実行手順書緊急時業務実行手順書

（機能別・業務別）（機能別・業務別）

ＢＣＰフォルダー（全社共通）ＢＣＰフォルダー（全社共通）
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ＢＣＰ整備プログラムＢＣＰ整備プログラム
（抵抗力の強化）

①　本社機能整備プログラム①　本社機能整備プログラム ②　センター機能整備プログラム②　センター機能整備プログラム ③　ＩＴ機能整備プログラム③　ＩＴ機能整備プログラム

本社管理機能整備プログラム本社管理機能整備プログラム

経営管理機能整備プログラム経営管理機能整備プログラム

営業機能整備プログラム営業機能整備プログラム

保険サービス機能整備プログラム保険サービス機能整備プログラム

ＦＢ・ＭＴ保管整備プログラムＦＢ・ＭＴ保管整備プログラム

運輸集配整備プログラム運輸集配整備プログラム

ＤＤＲ整備プログラムＤＤＲ整備プログラム

事務管理・施設設備整備プログラム事務管理・施設設備整備プログラム

社内システム整備プログラム社内システム整備プログラム

業務支援システム整備プログラム業務支援システム整備プログラム

ＩＴアウトソーシング整備プログラムＩＴアウトソーシング整備プログラム

未使用・検索整備プログラム未使用・検索整備プログラム

八日市センター整備プログラム八日市センター整備プログラム

ＢＣＰ体制整備プログラムＢＣＰ体制整備プログラム

ＢＣＰドキュメンテーションプログラムＢＣＰドキュメンテーションプログラムＢＣＰドキュメンテーションプログラム

基本設計基本設計基本設計 ＢＣＰフォルダー（全社共通）ＢＣＰフォルダー（全社共通）ＢＣＰフォルダー（全社共通） 検証・導入検証・導入検証・導入緊急時業務実行手順書（機能別・業務別）緊急時業務実行手順書（機能別・業務別）緊急時業務実行手順書（機能別・業務別）

ＢＣＰ社内マネジメント体制整備プログラムＢＣＰ社内マネジメント体制整備プログラムＢＣＰ社内マネジメント体制整備プログラム

トレーニング、テスト・訓練プログラムトレーニング、テスト・訓練プログラムトレーニング、テスト・訓練プログラム維持管理体制整備プログラム維持管理体制整備プログラム維持管理体制整備プログラム ＢＣＰ社内定着プログラムＢＣＰ社内定着プログラムＢＣＰ社内定着プログラム

16

資　料
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課題・諸問題
への対応

For the For the ‘‘High Grade BCPHigh Grade BCP’’

社内ＩＴインフラ、
施設設備強化

ＢＣＭ体制整備実施プログラムＢＣＭ体制整備実施プログラム

将来計画
（再整備・再構築）

災害時サポートシステムの構築災害時サポートシステムの構築

・緊急連絡網

・緊急時・緊急時
　業務実行手順書　業務実行手順書

V1.01

ハンドブック・ハンドブック・
防災グッズ防災グッズ

→時間

Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル
ⅠⅠ

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル
ⅡⅡ

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル
ⅢⅢ

レベルレベル
↑↑

ＩＴＩＴバックアップバックアップ
システムの構築システムの構築 復旧継続業務復旧継続業務

実行マニュアル実行マニュアル

Level upLevel up
V2.01

BCP FolderBCP Folder

BCP FolderBCP Folder

Grade up !Grade up !

現在位置現在位置

18

策定策定

ＢＣＰ策定のプロセスＢＣＰ策定のプロセス

Step

　１

StepStep

　　１１

Step

　２

StepStep

　　２２

Step　

３

StepStep　　

３３

現状調査・脆弱性分析

（簡易ＢＩＡ）

現状調査・脆弱性分析現状調査・脆弱性分析

（簡易ＢＩＡ）（簡易ＢＩＡ）
Step

　４

StepStep

　　４４

基本計画書

（要件定義・調査ﾚﾎﾟｰﾄ他）

基本計画書基本計画書

（要件定義・調査ﾚﾎﾟｰﾄ他）（要件定義・調査ﾚﾎﾟｰﾄ他）

Step　

５

StepStep　　

５５ Step　

６

StepStep　　

６６

ＢＣＰ計画書

／手順書の文書化

ＢＣＰ計画書ＢＣＰ計画書

／手順書の文書化／手順書の文書化 初期検証テスト

計画導入支援

初期検証テスト初期検証テスト

計画導入支援計画導入支援

Step

　７

StepStep

　　７７

Step

　８

StepStep

　　８８

Step

　９

StepStep

　　９９

訓練・トレーニング

社内普及・定着活動

訓練・トレーニング訓練・トレーニング

社内普及・定着活動社内普及・定着活動

ＢＣＰ体制整備
プログラム実施

ＢＣＰ体制整備ＢＣＰ体制整備
プログラム実施プログラム実施

ＢＣＰ維持管理ＢＣＰ維持管理ＢＣＰ維持管理

将来計画（再整備・再構築）に継続
将来計画（再整備・再構築）に継続

事前準備作業

プロジェクト立上げ

事前準備作業事前準備作業

プロジェクト立上げプロジェクト立上げ

基本要件確認（概要）基本要件確認（概要）基本要件確認（概要）
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自己評価
No 調　査　項　目 無 不完全一部良ほぼ良 完璧 コメント（資料の有無など）
1 部門業務
1. 主要業務
ａ．貴部門の主要業務を下枠内に記入してください。

下記枠内に記入しきれない場合は別用紙（様式自由）に記入してください。
なお、既存資料（一覧表等）があれば代用して頂いてもかまいません。

主　要　業　務 無 不完全 一部良 ほぼ良 完璧 コメント

1
2
3
4
5

注）上枠内に、主要業務毎に緊急事態対応・体制整備の現状について、
　あなたの評価を○印で記入して下さい（以下同様）

・お願い：上記の主要業務名称は、今後のＢＣＰ（ビジネス継続計画）にて用いますので、正確に記入してください。

2. 優先順位（緊急性）
ａ．上記の主要業務について、優先順位が決まっていますか。
優先順位が決まっている場合は、あなたの評価を右の評価欄に記入してください。 無 不完全 一部良 ほぼ良 完璧 コメント

ｂ．また、主要業務毎に優先順位を記入ください。
なお、基準やルールが決まっていない場合は、あなたご自身の判断で記入してください。

優先順位の例示

主　要　業　務 優先順位 分類 ランク 内訳 コメント

1 分類Ⅰ 1 必須

2 分類Ⅱ 2 重要

3 分類Ⅲ 3 必要

4 分類Ⅳ 4 一般

5 分類Ⅴ 5 上記以外

3. RTO（復旧目標時間）
ａ．認知されたＲＴＯ（復旧までに許される時間）時間がありますか。 無 不完全 一部良 ほぼ良 完璧 コメント

その認知ＲＴＯ時間について、あなたの評価を右の評価欄に記入してください。

注）ＲＴＯ（復旧目標時間）とは、被災後、対象業務が復旧・再開するまでの目標時間のこと。

ＢＣＰ現状調査「復旧対象業務」調査シート（1/5）

20

代替処理機能検討表
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ＢＣＰ発動ＢＣＰ発動
判断判断

YES

緊急連絡緊急連絡

安否確認安否確認

被害調査被害調査

ＢＣＰＢＣＰ

発動発動

コマンドコマンド

センターセンター

設置設置

ＢＣＰによるリカバリー活動ＢＣＰによるリカバリー活動

業務復旧・再開業務復旧・再開

バックアップオフィスでのバックアップオフィスでの

　　　　　　　　　　　コア業務継続　　　　　　　　　　　コア業務継続

業務継続業務継続 被災場所被災場所
復帰判断復帰判断

原状復帰

新規サイト

NONO

復旧・継続復旧・継続 平常時業務平常時業務直後行動／初期対応直後行動／初期対応

１１ ～～ ９９ 時間時間 ～～ １２１２ 時間時間 最長９０日間最長９０日間

緊急緊急

事態事態

発生発生

全業務全業務

再開　再開　

ＢＣＰ態勢標準フローＢＣＰ態勢標準フロー

バックバック

アップアップ

システムシステム

起動起動

～～ ２４２４ 時間時間

22

ＢＣＰフォルダー（全社共通）

・・BCPBCPﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制

　　被災時ｺﾝﾄﾛｰﾙ体制　　被災時ｺﾝﾄﾛｰﾙ体制

　　平常時ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制　　平常時ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制

・任務・任務

　　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾁｰﾑ　　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾁｰﾑ

　　ｺｱﾁｰﾑ　　ｺｱﾁｰﾑ

　　ﾘｶﾊﾞﾘｰﾁｰﾑ　　ﾘｶﾊﾞﾘｰﾁｰﾑ

・メンバーリスト・メンバーリスト

・・目的目的・・基本基本方針方針

・要件・要件

　被災想定・対象要素　被災想定・対象要素

　　BCPBCPﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制

　　RTORTO・・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘｿｰｽﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘｿｰｽ

・・体制整備実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ体制整備実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

・・取り扱い・取り扱い・配布先配布先

Part IPart I　　総論総論 Part IIPart II　　ＢＣＰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制ＢＣＰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制

ＷＡＷＡ

ＢＣＰＢＣＰ

WanbishiWanbishi ArchivesArchives
2005.1.12005.1.1

Version:1.01Version:1.01

B
usiness C

ontinuity  Plan

・・平常時平常時BCPBCPﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制
・主要任務・主要任務
　　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾁｰﾑ　　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾁｰﾑ
　　ｺｱﾁｰﾑ　　ｺｱﾁｰﾑ
　　　　BCPBCPﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾁｰﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾁｰﾑ
・・BCPBCP維持管理維持管理
・・BCPBCP訓練訓練

Part V Part V 平常時体制平常時体制

・・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｵﾌｨｽ設置ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｵﾌｨｽ設置

・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ起動・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｼｽﾃﾑ起動

・業務継続・業務継続

　　ｺﾏﾝﾄﾞｾﾝﾀｰ運営　　ｺﾏﾝﾄﾞｾﾝﾀｰ運営

　　ﾘｶﾊﾞﾘｰﾁｰﾑの業務　　ﾘｶﾊﾞﾘｰﾁｰﾑの業務

・本格復旧・本格復旧

　　原状復帰　　原状復帰

・ｺﾏﾝﾄﾞｾﾝﾀｰ解散・ｺﾏﾝﾄﾞｾﾝﾀｰ解散

Part IV Part IV 復旧継続体制復旧継続体制

・・直後行動直後行動

　　緊急連絡・安否確認　　緊急連絡・安否確認

・初期対応・初期対応

　　被害調査　　被害調査

　　緊急事態宣言　　緊急事態宣言

　　　　BCPBCP体制発動体制発動

Part IIIPart III　　初動体制初動体制

・・ＢＣＭ運営規程ＢＣＭ運営規程

・実施基準・実施基準

・実施要領・実施要領

規程集規程集
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• 社長メッセージ
• バーチャル災対本部／コマンドセンター
• 緊急通報／安否確認
• 情報共有／情報交換
• ＢＣＰドキュメント検索・閲覧

災害時サポートシステム災害時サポートシステム
Support System for Disaster Recoveryサポートセンター

24

BCP Orientation & TrainingBCP Orientation & Training

　■　役職員・社員対象のオリエンテーション

　■　コマンドセンター要員対象トレーニング

・デスクトップ（机上）トレーニング　

　■　緊急連絡網の実証テスト

　　 ・電話連絡ルート・時間の確認

　■　ＩＴチームのバックアップテスト

　■　各リカバリーチームの訓練

　　■■　　役職員・役職員・社員社員対象のオリエンテーション対象のオリエンテーション

　■　■　　コマンドセンター要員対象コマンドセンター要員対象トレーニングトレーニング

・デスクトップ（机上）トレーニング　・デスクトップ（机上）トレーニング　

　　■■　　緊急連絡網緊急連絡網の実証テストの実証テスト

　　　　 ・電話連絡ルート・時間の確認・電話連絡ルート・時間の確認

　　■■　　ＩＴチームＩＴチームのバックアップテストのバックアップテスト

　　■■　　各リカバリーチームの各リカバリーチームの訓練訓練
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Key Success Factor (KSF)Key Success Factor (KSF)

■■ ＰＤＣＡ！ＰＤＣＡ！

■■ トップマネージメントのトップマネージメントの

全面支援＆率先垂範全面支援＆率先垂範

■■ トレーニング＆トレーニング＆

オリエンテーションオリエンテーション

■■ ＢＣＰマネージメント体制ＢＣＰマネージメント体制

　　　　 （（BCPBCPﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾁｰﾑ体制維持）ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾁｰﾑ体制維持）

■■ 事業部門長の協力体制事業部門長の協力体制

　　　　 （緊急時業務実行手順書）（緊急時業務実行手順書）

社内への周知徹底社内への周知徹底
((トレーニング＆オリエンテーショントレーニング＆オリエンテーション))

定期的定期的

アップデートアップデート訓練訓練!!

ＷＡＷＡ
ＢＣＰＢＣＰ

WanbishiWanbishi ArchivesArchives
2005.3.12005.3.1

Version:1.01Version:1.01
B

usiness C
ontinuity  Plan

26

本社（神戸市中央区）本社（神戸市中央区）

南館（倒壊）南館（倒壊）北館（倒壊）北館（倒壊）

・IBM AS400
・ｻｰﾊﾞ　・PC

姫路工場（現地対策本部・IS部仮ｵﾌｨｽ）

ISIS部部

東京（ﾎﾃﾙｵｰｸﾗ）

本社本社
機能機能

最高意志決定機能

・IBM AS400
・PC

営業所（広島・大阪・名古屋・東京）営業所（広島・大阪・名古屋・東京）

工場（姫路・広田・島田・霞ヶ浦）工場（姫路・広田・島田・霞ヶ浦）

・IBM AS400
・PC

銀行銀行

倉庫倉庫

顧客顧客

IBM 3090-25J

ﾜﾝﾋﾞｼｱｰｶｲﾌﾞｽﾞﾜﾝﾋﾞｼｱｰｶｲﾌﾞｽﾞ
　　　　　　OSSCOSSC

　ﾜﾝﾋﾞｼｱｰｶｲﾌﾞｽﾞ　ﾜﾝﾋﾞｼｱｰｶｲﾌﾞｽﾞ
　　　　 関西関西TOSSTOSS

専用線専用線

INS64INS64
DDXDDX--PP

交換回線交換回線

交換回線交換回線
（ＥＤＩ）（ＥＤＩ）

専用線専用線

EDI

■■ 復旧までの７日間復旧までの７日間

[1/17] 05:46 [1/17] 05:46 阪神淡路大震災発生阪神淡路大震災発生
　　　　　　　　 08:12 08:12 センター利用予告センター利用予告
　　　　　　　　 08:15 08:15 基本ｼｽﾃﾑ立上開始基本ｼｽﾃﾑ立上開始
　　　　　　　　 11:00 11:00 基本ｼｽﾃﾑ立上完了基本ｼｽﾃﾑ立上完了
　　　　　　　　 13:58 13:58 センター利用通知センター利用通知
　　　　　　　　 18:20 18:20 災害対策本部設置災害対策本部設置
[1/18] 16:50 [1/18] 16:50 倒壊ﾋﾞﾙからﾃﾞｰﾀ救出倒壊ﾋﾞﾙからﾃﾞｰﾀ救出
　　　　　　　　 16:50 16:50 Ｎ社Ｎ社SESEががOSSCOSSCに到着に到着
　　　　　　　　 18:25 18:25 姫路工場と回線接続姫路工場と回線接続
　　　　　　　　 20:30 20:30 各支店との回線接続各支店との回線接続
[1/19] 10:10 [1/19] 10:10 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀ到着ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀ到着
[1/20] 08:45 [1/20] 08:45 ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀを1/131/13時点に復旧時点に復旧
[1/22] 14:50 [1/22] 14:50 ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀを1/221/22時点に復旧時点に復旧

[1/23] 09:30 [1/23] 09:30 受発注ｵﾝﾗｲﾝ復旧受発注ｵﾝﾗｲﾝ復旧
　　　　　　　　 09:30 09:30 業務活動正常再開業務活動正常再開

((参参) ) 阪神淡路大震災阪神淡路大震災 　被災メーカー　被災メーカー Ｎ社の災害復旧成功事例Ｎ社の災害復旧成功事例

バックアップバックアップ
データデータ IBM AS400IBM AS400

IBM 9121IBM 9121--210210
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ＢＣ／ＤＲ対策に関する弊社の取組み
　　情報の災害対策／機密保護／運用管理／スペース活用

1966  創業　情報保管管理サービス

　　　 文書、ＭＦ～コンピュターデータの保管

　　　　　→　業務受託／ＢＰＯサービスへ

　　　 「共同バックアップセンター研究会」

1985   コンピュータバックアップサービス

　　　「衛星利用バックアップデータ伝送実験」

　　　

　　　　　 被災顧客のバックアップリカバリ対応

1996  オンラインバックアップサービス

　　　　 電子化サービス

　　　　

　　　　情報機密抹消処理サービス

2000　　 Ｙ２Ｋ スタンバイ体制

　　　　バックアップオフィスサービス

　　電算機システム安全対策基準〔通〕策定ＷＧ参画

　　　　　　　～　 システム監査基準〔通〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　・世田谷ケーブル火災

　　〔郵〕ＳＴＡＦＦ計画、電気通信システム安全・信頼性(委) 参画

　　　　　　　　　　　　　　　　　・阪神・淡路大震災

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＹ爆弾テロ

　　コンティンジェンシープラン策定のための手引き

　　 　及び対策要綱〔ＦＩＳＣ〕策定ＷＧ参画

　　　　　　　　　　　　　　　　　・２０００年問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＮＹ同時多発テロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　・新潟中越地震、ＴＳＵＮＡＭＩ現在、内部統制／ＢＣＰ強化と顧客サービス態勢整備中

28

本資料の取扱いに関しましては、当ＷＧ
ご関係者限りとさせて頂きます。

　　　　　　　　ありがとうございました。


